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Ⅰ.会社概要
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研究開発(ARK)

所在地(本社) ︓ 静岡県掛川市千浜7800番地
所在地(ＡＲＫ) ︓ 静岡県磐田市下野部1905番地10号
設⽴ ︓ 1967年5月
資本⾦ ︓ 5億5,120万円
主要株主 ︓ トヨタ⾃動⾞株式会社 57％ アイシンG他43％
売上 ︓ 総売上(’21年3月期)2,789億円■触媒︓2,710億円■その他︓79億円
従業員 ︓ 単独1,084人，連結2,486人 （2021年3月）

本社
研究開発(ARK)

本社
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Ⅰ.会社概要 〜キャタラーのはじまり〜
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●1960年代、米国（特にカリフォルニア州）で排ガス汚染が社会問題となり、
また日本でも東京オリンピックを契機にモータリゼーションが急速に進んだ

●1966年、トヨタ⾃⼯の豊田英⼆副社⻑（当時）が米国のエバポ規制対応技術の
開発を高丘⼯業（現アイシン高丘）の武田取締役（トヨタ品質保証部出身）に要請
高丘⼯業が静岡県袋井市の第一炭素⼯業に出資、1967年キャタラー⼯業を設⽴

●1970年に世界初の排ガス規制となるマスキー法成⽴
日本でも昭和48年（1973年）から順次排ガス規制が強化され、触媒事業が拡大



Copyright © CATALER CORPORATION. All Rights Reserved. キャタラー電動化の取組みCONFIDENTIAL

Ⅰ.会社概要 〜キャタラーグループ〜
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5.CCC（中国）

1.CAC（日本）
ARK（日本）

DETROIT OFFICE

3.CSA（南ア） 6.CIC（インドネシア）

Durban,
South Africa

Bekasi, Indonesia

Shizuoka, Japan

2.CTC（タイ）

Rayong,Thailand

4.CNA（アメリカ）

Charlotte, 
North Carolina

Wuxi, China Detroit,Michigan7.CIN（インド）

Karnataka, India

生産拠点

EUROPE OFFICE
Dusseldorf, 
Germany

営業・開発拠点
8.CEC（チェコ）
※2022年稼働予定
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Ⅰ.製品の紹介 〜排ガス浄化⽤触媒〜

⾃動⾞や⼆輪⾞などから排出される有害物質を、
排出される前に無害化する「触媒」を製造・販売

6

⼆輪⾞、汎⽤エンジン⽤⾃動⾞排ガス⽤

三元触媒 ディーゼル⽤触媒 メタルハニカム触媒GPF触媒
Gasoline Particulate Filter 

国内トップシェア
世界中で幅広く採⽤
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Ⅰ.製品の紹介 〜燃料電池電極触媒〜

7

※トヨタ⾃動⾞様と共同開発

2021年
超モノづくり部品大賞
“大賞”受賞

YouTube 「キャタラー*超モノづくり部品大賞」
https://www.youtube.com/watch?v=kh-Yu6FBhSU

次世代技術としてFCEV⽤燃料電池電極触媒を
開発※・量産し、水素社会実現に貢献

燃料電池
電極触媒※
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Ⅰ.主要なお取引様
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4輪触媒

2輪触媒
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Ⅰ.お取引様からの品質賞受賞

9

拠点 OEM FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20

CAC

CNA

CCC

CSA

品質優秀賞 特別賞 品質優秀賞

品質優秀賞

Excellent Quality Award

Superior quality & Delivery

Environmental
Sustainability

Presidential 
award

Quality Cooperation Award

Superior 
Award

品質優良賞

品質優秀賞品質優秀賞 特別賞
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Ⅰ.コア触媒技術の紹介
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Ⅰ.コア触媒技術の活⽤

コア技術のうち貴⾦属ナノ加⼯技術,材料技術を⽤い
高性能な燃料電池電極触媒を開発

2021年超モノづくり部品大賞
“大賞”受賞

三元触媒

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ⽤触媒 ﾒﾀﾙﾊﾆｶﾑ触媒

GPF触媒
Gasoline Particulate Filter 

燃料電池電極触媒
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Ⅱ.燃料電池⽤電極触媒
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Ⅱ.カーボンニュートラルの実現に向けて

13

カーボンニュートラル実現を目指す動きが国際的に拡大

ｲﾝﾄﾞ2070年

中国 2060年

ﾛｼｱ 2060年

出典︓経済産業省資源エネルギー庁
カーボンニュートラルに向けた産業政策“グリーン成⻑戦略”とは

●2050年までにカーボンニュートラルを
表明した国・地域
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Ⅱ.カーボンニュートラルの実現に向けて

14

出典︓経済産業省
2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成⻑戦略 令和3年6月

カーボンニュートラル実現に向け
水素は最大限追及するキーテクノロジー

①脱炭素化は
大前提

電⼒需要の増加

②電化以外に
水素化必要
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Ⅱ.カーボンニュートラルの産業イメージ
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水素社会は幅広い分野の産業が成⻑、FCEVの期待大きい

出典︓経済産業省
カーボンニュートラルの産業イメージ

水素の利活⽤

輸送分野
FCEV発電分野

産業分野
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Ⅱ.FCEVの市場成⻑
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出典︓IEA
Energy Technology Perspectives 2020

FCEVは2030年代から普及拡大・市場成⻑すると予測

2019 2060205020402030 2070

0

600

500

400

300

200

100

MtH2 per year ■ ｱﾝﾓﾆｱの生産
■ 合成燃料の生産
■ 産業
■ 建設
■ 輸送（FCEV）
■ 電⼒
■ 精製

市場
成⻑

●水素使⽤量予測
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Ⅱ.FCEVの普及課題

17

FCスタック

FCEVは普及に向け性能・コストの課題あり

より経済的に より快適に

水素貯蔵

出⼒性能

燃費性能

コスト低減

耐久性能
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FCEVの課題 うれしさ 電極触媒の課題

燃費向上 ・⽔素燃料代低減
・航続距離増加 活性過電圧低減

出⼒向上

・⾛⾏快適性
・小型化 搭載スペース増加

濃度過電圧低減

抵抗過電圧低減

Ⅱ.FCEVと燃料電池電極触媒の課題

電極触媒の課題は活性、濃度、抵抗の各過電圧の低減
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Ⅱ.燃料電池の構造
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アノード触媒層

カソード触媒層
電解質膜
セパレーター

MEA（触媒層+電解質膜）

燃料電池⽤電極触媒はFCｽﾀｯｸ内の触媒層に配置され
Ptを担持させたカーボンで構成

●FCスタック構造 ●セル構造

⿊点:Pt

輪郭:カーボン

●燃料電池電極触媒

百万倍に拡大

TEM画像
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Ⅱ.燃料電池反応と燃料電池電極触媒の役割

水素と酸素を電極触媒で活性化し水と電気を生成
電極触媒は電気性能を決定する重要な部材
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Ⅱ.燃料電池の性能阻害因子（反応抵抗:過電圧）

活性
過電圧

抵抗
過電圧

濃度
過電圧

触媒活性
（A/g）

濃度
過電圧

活性
過電圧

抵抗
過電圧

性能向上には活性過電圧低減＝触媒活性向上が重要

活性過電圧
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触媒活性 ＝ 比活性 × 触媒表面積

対策

（A/g） （A/m2)         （m2/g）

反応効率向上

粒⼦微細化

反応面積向上

新技術
ポイント カーボン内部担持

Ⅱ.触媒活性向上の狙いどころ

①カーボン内部担持②粒子微細化の新技術を織り込む
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従来品
貴⾦属が被覆

開発コンセプト
貴⾦属が被覆ゼロ

ｲﾒｰｼﾞ
図

23

カーボン

貴⾦属

O2 H2O
アイオノマー

貴⾦属

O2

H2O

H+

e-e-

H+

アイオノマー※

Ⅱ.開発コンセプト

反応しやすい反応しにくい

カーボン

※︓H+伝導機能を有する高分⼦でO2は通りにくい

カーボン内部に貴⾦属を担持することで
アイオノマー被覆抑制し比活性（反応効率）を向上
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Ⅱ.開発品の特⻑

ナノサイズの貴⾦属をカーボン内部に配置
ラボ品だけでなく量産品の確認にも活⽤

24

従来品 〜ﾗﾝﾀﾞﾑ配置〜 開発品 〜細孔内選択担持〜

カーボン表面の貴⾦属粒⼦
カーボン内部の貴⾦属粒⼦

社内
3D-TEM

カーボン

10nm10nm

可視化に
成功

モノづくりに⾃信

●3D-TEM観察結果
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0

20
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80
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従来 開発

ア
イオ

ノマ
ー

被
覆

率
（

％
）

電極解析技術

Ⅱ.開発品のアイオノマー被覆抑制

カーボン内部担持でアイオノマー被覆を抑制を確認

40pt改善

●アイオノマー被覆率評価

従来 開発品
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開発品従来

Ⅱ.開発品の貴⾦属粒子径

開発品は、貴⾦属粒子径が小さい

出典︓FC-cubic ｵｰﾌﾟﾝｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
評価解析プラットフォーム「新型MIRAI解析の計画と状況」 2021.4
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Ⅱ.開発品の貴⾦属粒子径

開発品の貴⾦属粒子は、微細均一化を実現

出典︓FC-cubic ｵｰﾌﾟﾝｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
評価解析プラットフォーム「新型MIRAI解析の計画と状況」 2021.4

開発品

従来
開発品
従来
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Ⅱ.開発品の効果

ナノサイズの貴⾦属をカーボン内部に配置した開発品は
性能向上と貴⾦属低減の両⽴を達成

28

0

1

2

3

触
媒

活
性

(従
来

を
1と

す
る

）

従来 開発品

コス
ト

従来 開発品

●触媒活性評価 ●コスト評価
コスト低減燃費向上

出⼒向上
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Ⅱ.FCEVのCO2排出量低減効果
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【現状】 【目標】

⾞両⾛⾏中のCO2排出ゼロ、今後WtTのCO2低減が課題

出典︓日本⾃動⾞研究所
「総合効率と GHG 排出の分析」

WtW

TtWWtT一次エネルギー採掘
精製・輸送

⾞両への充填 ⾞両⾛⾏

●CO2排出量試算
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Ⅱ.FCEVの普及拡大
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『もの』を運ぶモビリティへの普及、水素社会の拡大を目指す

水素の利活⽤

『もの』
を運ぶ

出典︓経済産業省
カーボンニュートラルの産業イメージ

より遠く
に運ぶ
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Ⅱ.燃料電池⽤電極触媒の今後の展開

31

燃料電池の多様なニーズに対応できるよう開発を推進中

出典︓NEDO
燃料電池・⽔素技術開発ロードマップ

ニーズの多様化
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Ⅱ.燃料電池電極触媒の開発背景

32

動画あり
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Ⅲ.カーボンニュートラルへの取り組み

33
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Ⅲ.当社が取り組む優先課題

優先課題としてCO2排出低減に取り組み中
34

排ｶﾞｽ浄化触媒

キャタラーサステナビリティレポート2021から抜粋
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Ⅲ.カーボンニュートラル活動とは

35

排出量から吸収・除去量を差し引いた全体をゼロにする

出典︓経済産業省資源エネルギー庁
カーボンニュートラルに向けた産業政策“グリーン成⻑戦略”とは
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CO2
排出

CO2
回収

オフセット

’13
(基準年)

’30 ’35 ’50’20
(実績)

省エネ・技術⾰新 再エネ

CO2循環システム
オフセット技術としてCO2循環システムを検討中

太陽光発電設置
再生エネルギー導⼊率6%(20年時点)
次年度より海外⼯場も順次導⼊予定

CN達成
(⾃前)

電気

ガス

CN達成

Ⅲ.カーボンニュートラルへの取り組み

CO2排出量削減活動は省エネ・技術⾰新と再エネで対応

●⼯場CO2削減活動
再エネ

オフセット
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(1)CO2回収技術＋燃料転換
(メタネーション)

(3)森林光合成 (4)排出権取引

(2)CO2回収、貯留

Ⅲ.世の中のオフセット技術（例）

CO2回収・燃料転換、貯蓄に関する技術開発が必要
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⼯場 CO2回収

⽔素生成
(電気分解)

ﾒﾀﾈｰｼｮﾝ

FT合成

ｱﾝﾓﾆｱ改質
(⾞載)

アンモニア
エンジン

NH3

N2

⽔
H2O

メタノール
合成

逆シフト
反応

CH3OH

化学製品
製造

ガソリン

消費

CH4

大気

アンモニア
合成

H2

CO2CO2

CO2回収
(DAC)

ガソリン
エンジン

CO2

アンモニア
エンジン

消費 ⾃然界 貯蔵運搬 燃料化/化学製品化

ガソリン
エンジン

人口
光合成

プラスチック
製品など

オレフィン

⼯場

資源採掘

N2製造
(N2分離)

N2

FCV
⽔素エンジン

FCV
⽔素エンジン

H2O ⽔素吸蔵

アンモニア改質
(プラント)

H2

CO2

H2

H2

Ⅲ.オフセット技術フローと触媒技術活⽤

ニーズに対応し触媒技術を活⽤した検討着手

当社取組技術
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まとめ
• 高性能燃料電池触媒を開発・量産し、

⽔素社会実現に貢献

• ⽔素社会拡大に向け『人』だけでなく『もの』を運ぶ
モビリティのニーズに対応する電極触媒を開発推進中

• カーボンオフセットとして触媒技術を活用した検討着手

• カーボンニュートラル実現にむけて、
一緒に協⼒しあい、よりよい技術を創出していきたい

お問い合わせ先︓弊社HP お問い合わせフォーム
https://www.cataler.co.jp/inquiry/?c=02
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「燃料電池⽤電極触媒」の紹介映像
YouTube 「キャタラー*超モノづくり部品大賞」
https://www.youtube.com/watch?v=kh-Yu6FBhSU


